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◎
年
中
行
事

初
詣
　
　
　
　
　
一九
旦
～
三
日

初
寅
　
　
　
　
　
　
正
月
初
寅
の
日
と
そ
の
前
後
を
合
わ
せ
た
二
日
間

開
運
福
笹
の
ほ
か
福
引
き
・甘
酒
の
接
待
有
り

初
不
動
護
摩
供
　
　
一
月
二
十
八
日
午
後
二
時

節
分
厄
除
け
祈
願
　
一
一月
二
日

豆
ま
き
有
り

春
季
彼
岸
会
法
要

一二
月
二
十
日
も
し
く
は
二
十

一
日

観
桜
会
　
　
　
　
四
月
八
日
に
近
い
日
曜
日

地
蔵
法
要
　
　
　
　
・一ハ
月
二
十
四
日

孟
麗
盆
会
法
要

　

八
月
十
六
日

地
蔵
盆
　
　
　
　
八
月
二
十
四
日

弁
財
天
法
要

　

　

九
月
初
め
の
巳
の
日

秋
季
彼
岸
会
法
要
　
九
月
二
十
二
日

開
山
会
　
　
　
　
十
月
二
日

放
生
会
　
　
　
　
十
月
十
八
日

千
灯
会
　
　
　
　
十

一
月
二
十
三
日

除
夜
の
鐘
　
　
　
十
二
月
二
十

一
日

■
朝
粥
会
　
　
　
毎
月
第

一
日
曜
日
午
前
六
時
二
十
分

■
写
経
会
　
　
　
毎
月
第
二
日
躍
日
午
前
■
時
～
正
午

■
縁
日
　
　
　
　
　
毎
月
二
日

■
毎
日
、午
後
二
時
よ
り
護
摩
祈
願
を
奉
修
い
た
し
ま
す
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兄
沙
門
堂
は
天
台
宗
五
輸
室
問
跡
の
ひ
と
つ
で
、高
い
寺
格
≧
轟
び
た

山
寺
の
風
情
を
伝
え
る
占
利
で
あ
る
二
」本
尊
に
京
の
七
福
神
の
ひ
と
つ

毘
沙
問
天
を
祀
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
．

創
建
は
大
宝
二
年

（Ｌ
・
三
）
文
武
天
皇
の
勅
願
で
絣
行
基
に
よ
っ
て

開
か
れ
た
．
当
初
は
出
雲
路

（上
京
区
・御
所
の
北
方
ド
“
あ
っ
た
こ
と
か
ら

護
法
山
出
雲
寺
と
い
っ
た
．
そ
の
後
、
た
び
重
な
る
戦
乱
か
ら
苦
難
の
道
を

た
ど
り
、寛
文
二
年

（
´
六
六
五
）
、
山
科
安
朱
の
地
に
再
建
■
後
西
天
皇

の
皇
子
公
弁
法
親
Ｉ
が
入
寺
し
て
よ
り
問
跡
寺
院
と
な
っ
た
．
伝
教
大
師

が
唐
よ
り
将
来
さ
れ
た
錬
将
夜
叉
法
と
い
つ
行
法
は
、天
台
五
鮨
大
法
の

ひ
と
つ
と
し
て
当
門
跡
だ
け
に
伝
わ
る
秘
法
で
あ
る
．

ご
本
尊
の
毘
沙
問
人
は
、大
台
宗
の
宗
続
で
比
叡

１１１
を
開
か
れ
た
伝
教

大
師
の
ご
自
作
で
、廷
暦
寺
根
本
中
堂
の
ご
本
尊
薬
師
如
来
の
余
材
を
も

っ
て
力
ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
．
商
売
繁
盛
・家
内
安
全
に粽
』利
益
が
あ

り
、
一
月
初
寅
参
り
に
は
福
笹
が
授
与
さ
れ
善
男
善
女
で
賑
わ
う
．

境
内
の
諸
堂
は
通
世
の
間
鋳
寺
院
特
有
の
景
観
を
伝
え
る
貴
重
な
遺

構
で
あ
り
、そ
の
多
く
が
京
都
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
．
‐―‥

科
盤
地
を
見
お
ろ
す
山
機
に
位
置
し
、春
の
桜
、秋
の
紅
葉
は
知
る
人
ぞ

知
る
京
の
名
所
で
も
あ
る
．

③
仁
―‐Ｉ
問

寛
文

五
年

■

六
六
五
Ｖ
」
の
地

に
再
興
さ
れ
た
当
時
の
建
立

急

崚
な
石
段
の
卜
に
あ
る
本
堂
へ
の

表
間
に
あ
た
り
、
阿
昨
の
　
人
像

が
終
る

◎
勅
使
問

後
西
大
中
よ
り
拝
銀
し
た
檎
皮

葺
き
の
総
円

．か
つ
て
は
離
下
の
行

■
か
そ
の
代
参
、
現
在
は
当
門
跡

門
■
の
晋
山
式
以
外
は
関
間
さ

れ
な
い
開
か
ず
の
問

◎
本
電

梁
行
六
問
桁
行
五
間
、
単
層

人

母
耀
づ
く
り
．
本
尊
は
、
伝
教
大

師
　
ガ
ｉ
礼
の
作
と
い
わ
れ
る

「
毘
沙
門
人
」
を
安
置
す
る
（秘

仏
▼
寛
文
ｌｉ
年

↑

六
六
五
）
１１１

山
中
興
第

二
世
の
公
海
大
綱
Ｉ

が
、師
　
天
海
大
鱗
正
の
選
志
を

受
け
継
い
で
復
興
さ
れ
て
い
る
．

◎
農
殿

御
所
に
あ
っ
た
後
西
天
皇
の
旧
殿

を
、そ
め
第
六
皇
チ

一
品
公
弁
親

Ｉ
が
拝
領
し
、
元
禄
六
年

（
Ｉ
（

九
二
）
に
移
築
し
た
建
物
．

◎
農
殿
襖
絵

実
殴
内
部
の
障
壁

――――‥
百
十
六
面

は
、
す
べ
て
狩
野
探
幽
の
賛
子
で

駿
河
台
派
の
始
組
狩
野
益
鮮
の

作

ど
の
角
度
か
ら
見
て
も
、鑑
賞

者
が
中
心
に
な
る
と
い
つ
逆
速
近

法
の
手
法

．

◎
霊
麟

阿
弥
陀
如
来
を
中
央
に
し
て
歴

代
の
影
像
や
位
牌
を
安
置
し
て
い

る
．．
元
禄
六
年

（
．
六
九
二
）
第

二
世
公
耕
法
親
Ｉ
の
建
立
＾

天
丼
籠
　
え
ル
の
絶
は
こ
め
霊
嚇

の
守
護
龍
で
、狩
野
水
叔
■
館
が

瀬
い
た
も
の
，
眼
の
向
き
や
顔
が
、

見
る
角
度
に
よ
っ
て
変
化
す
る

四
角
の
雲
の
色
彩
を
違
え
て
い
る

の
も
特
徴
あ
る
と
こ
ろ

◎
前
庭
の
枝
嬢
れ
桜

寮
殴
前
の
機
重
れ
桜
は
樹
齢
百

数
十
年
の
巨
本
で
、
そ
の
枝
張
り

は
三
ト
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
．
満

開
時
期
は
四
月
卜
Ｈ
～
十
五
日

あ
た
り
．

◎
晩
翠
園

谷
川
の
水
を
引
き
滝
を
進
っ
た
江

戸
初
期
の
回
遊
式
庭
園
二
・
１
心
字
」

の
奥
文
字
を
形
取
っ
た
地
に
、
亀

石
、
千
鳥
石
、
座
禅
石
な
ど
が
配

置
さ
れ
た
名
園
．

◎
高
台
弁
才
天

太
閣
秀
占
公
の
大
政
所
高
台
尼

公
が
大
阪
域
内
に
紀
っ
て
い
た
も

の
を
、
庶
員
福
楽
を
願
っ
て
当
寺

に
移
し
た
〓
ま
た
の
名
を
不
老
弁

■
天
と
い
い
、
多
く
の
人
に
信
押

さ
れ
て
い
る
．
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